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機関投資家向け決算説明会
 

質疑応答

株式会社ネクスト
 

証券コード：2120

日

 

時

 

：2010年２月１日（月）17:15～18:15

 

（雨のちみぞれ）

主

 

催

 

：日本証券アナリスト協会

当社出席者

 

：代表取締役社長

 

井上

 

高志

取締役執行役員管理本部長

 

浜矢

 

浩吉

経営企画部経営企画グループ長

 

福澤

 

秀一

質問数

 

：６問

参加者数

 

：53名

※

 

質疑応答は正確性を期すために、一部加筆・修正している箇所がございます。当日の模様に関してはWEBサイトに掲載している動画をご覧ください。
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中期ビジョン（2011年3月期）の見通しを修正した要因を教えていただきたい。新築分譲マンションの

 
市況悪化によるものなのか。

「新築分譲マンション」による影響もあるが、額としては「賃貸・不動産売買」が一番大きい。加盟店数・加盟店単価共に達成が厳し

 
い為、現状に即した数値で予想を立て直した。しかし「賃貸・不動産売買」のうち、「賃貸」は比較的好調なものの、「不動産売買」は

 
「新築分譲マンション」の影響を受け、不調となっている。

Q.1

A.1

■

 

主な事業・サービス別の修正額

参考資料（決算説明資料）：P.24

単位：億円

前回予想

2008年

 
5月14日発表

今回修正予想

2010年

 
2月1日発表

増減額

賃貸・不動産売買 114 80 ▲ 34

その他 40 27 ▲ 13

不動産ポータル事業 154 108 ▲ 46

他の事業 16 18 ＋ 2

連結 170 126 ▲ 44

※単位未満は切り捨てて計算しております。
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地域コミュニティサイト「Lococom」の収益化が遅れているとのことだが、その要因を教えていただきた

 
い。

Q.2

参考資料（決算説明資料）：P.32

ページビューの伸びが想定より遅れている。その結果、媒体価値が上がらず広告収入が上がっていかない。

 
現在行っていることは、パソコンサイト（前期）やモバイルサイト(今期)のフルリニューアルを行い、店舗データベースを540万件に増

 
大させ、検索エンジンも入れ替えた。SEOを強化し流入を増やすことで、媒体価値を上げていきたい。

SEO対策は12月から実施したが、1月はすでにその効果が現れてきている。今後は更に流入数を増加させ、会員登録を促すことや、

 
サイト内を回遊させるような、ユーザビリティの強化を行っていく。

A.2

■

 

「Lococom」のサイト指標の推移

セッション数

項目項目

173万セッション 370万セッション

20092009年年1212月月 20102010年１月（年１月（SEOSEO対策後）対策後）

ページビュー 1,298万PV 1,700万PV
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2010年の不動産マーケットをどのようにお考えかお聞かせていただきたい。Q.3

分譲マンション分野に関しては、緩やかに回復してくると見ている。タイミングとして今年の下半期～1年後ぐらいだろう。一時懸念

 
されていた二番底に関しては、現時点ではその不安は払拭されたと捉えている。分譲マンション分野の緩やかな回復に伴い、中古

 
不動産分野も併せて緩やかに回復すると見ている。

賃貸分野に関しては大都市圏は比較的堅調に推移してきたものの、地方圏では弱い状態が続いており、しばらくこの状態が継続さ

 
れるのではないか。

A.3

■

 

セグメント別の概況（いずれも推定）

大都市圏は堅調を維持、地方は低迷が継続するのではないか賃貸

新築分譲マンションの緩やかな回復に伴い、回復の見込み。（流通物件数の増加）不動産売買（中古）

2010年下期～1年後ぐらいには緩やかに回復してくるのではないか新築分譲マンション
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今期予想で営業利益を上方修正した要因は広告宣伝費の抑制による影響が大きいが、もし来期、

 
売上高予想が計画に届かない場合、同様にコストを調整して営業利益を達成させていく考えか

Q.4

参考資料（決算説明資料）：P.15

そのように考えている。ただ、今期に関しても言えることだが営業利益ではなく、株主の方がより重視される「当期利益」を見ている。

今期に関してはLococomの減損処理（141百万円）もあり、当期利益に対して結果としては下方修正となったが、株主だけではなく、

 
クライアント、従業員、社会（税金）それぞれの痛みわけの形でバランスを取りながら、コストを抑制してきた。来期に関してもこの考え

 
方を踏襲していく予定だ。

A.4

■

 

もし、当期利益が未達成懸念になった場合

株主（当期利益）、クライアント（広告宣伝費）、従業員（賞与）、社会（税金）

それぞれのバランスをみながら、コストの抑制を行っていく。
考え方

※これらはイメージです。今期の修正額に関しては参考資料（決算説明資料P.15）をご覧ください
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加盟店数と加盟店単価を向上させるための戦略を教えていただきたい。Q.5

【参考資料】
「問合せ課金」について：http://www.next-group.jp/press/pdf/20080902.pdf
「ラクづけ」について：http://www.next-group.jp/press/pdf/20090907.pdf

地方圏に関しては問合せ課金制度を拡販し、掲載物件数を増やして行く、大都市圏はこれまでどおり営業活動を行うことで拡大さ

 
せていく予定だ。

また、今期リリースした不動産会社間向けサービスである「ラクづけ」の利用店舗数を増加させていくことに注力している。現在は大

 
手の不動産管理会社と交渉している最中だ。

 
これらの管理会社が保有する物件を全物件掲載すれば、（一般利用者向けに物件は公開されないものの）このラクづけ上で、不動

 
産仲介会社は手間を掛けずに仲介物件管理を行える。仲介会社がこのラクづけに登録した物件を「HOME’S」に掲載することで

 
「HOME’S」の利用も促進されていくだろう。

A.5

■

 

注力ポイント

これまで同様、新規開拓・オプションサービスの拡販を行っていく大都市圏

「問合せ課金」サービスを中心に、掲載物件数を増加させていく地方圏

「ラクづけ」サービスの拡販。大手管理会社を中心に交渉し利用店舗を拡大させていくその他

http://www.next-group.jp/press/pdf/20080902.pdf
http://www.next-group.jp/press/pdf/20090907.pdf
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